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＜フィリピン・リサーチ・レポート＞ 
 
 

202１年 3 月 8 日 

 
フィリピン 2 月のインフレ率+4.7%へ上昇 

 

フィリピン統計庁（PSA）によると2月の消費者物価指数が前年同月比+4.7％と上昇し、2019

年1月以来の高水準となった。昨2020年の2月は+2.6％だった。今回の上昇は主として算出上

比重の高い食料品・ノンアルコール飲料が1月の+6.1％から+6.7％とさらに上昇したことに

よる。国家経済開発庁（ＮＥＤＡ）はアフリカ豚熱の影響が依然残っていることや牛・鳥肉

の生産が滞っていることが原因としている。 

 

ＮＥＤＡは政府の2021年のインフレターゲットは依然+2～4％であるとしている。 

 

                                                                     出所：PSA 
http://www.capital-am.co.jp                                      
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